
ショッピングに、お歳暮に、お節に、ちょっと街へ出かけたら、

ばったり近所の人、知り合いの方、昔懐かしい皆様に会ったりすることも、想定できますよね。

そのときもし「この人、知らなかったけど、見かけないうちに、ずいぶん老けちやって～」

なんて思われないように。

だって、やっぱり「いつまでもお若いわね～」と言われたいですものね。

さあ、格好の武器がありますよ。

名前はり招－ノ■＼リーライン？．リタ・ノチコンシー1三二∴l。

塗りやすい毛筆ペンタイプのシワ賭しで、

目元の小ジワやクマ、ほうれい線を

手軽に目立たなくできるようです。

（60回分・1050円）

拡散効果のあるパウダーも配合。

コラーゲン、ヒアルロン酸などの美容成分も加え、

潤いとハリも。

悔寧霊慧警慧禁慧
範（昼　たまには立ち止まる、ひとときを。「潤いは癒し」。

■別■以自分の鐘の舌で自分だけの新年を。

1年に一度だけのイベントを

新しい年の門出にしてみませんか。

除夜の鐘は「1n8」．）

「108」とは人間の煩悩（欲望）の数をあらわしたもので、鐘が一つごとに机悩を追い払い、

清い心で新年を迎えるというものです。

今年は近くで鐘がつけるお寺を探して、自分だけの「ゆく年くる年」を。

ところで、鐘には二つのタイプがあります。

金属製でお椀型を逆さにした形状の外身を持ち、

その外側に「撞木」（しゆもく）と呼ばれる叩き棒を備えておくもの。

撞木を人間が動かし、これが外身にぶつかることで音が出ます。
一般に、東洋の寺社の梵鐘や日本の半鐘はこのタイプです。

もう一つは西洋の教会にある金属製のお椀型を逆さにした形状の外身を持ち、

その内側に金属や木でできた「舌」（ぜつ）をぶら下げているもの。

舌を人間が動かし、これが外身にぶつかることで音を出します。

▼お問い合わせは・

◎「物」の先には「事」がある。事の先には「つながり」がある。

あり余っているから、すぐお金で買えるから、いつでもどこにでも捨てられるから。

そんな社会と暮らしが、本当に望んだものなのか、快適なのか。
これからはまず疑おう。それには、きちんとしていて、わかりやすくて一流の物差しがいる。

その物差しは、風土と季節、文化的、伝統的がいい。
みんなに共通で、しかも変わることがないから。日本人なら毎日の生活の中で使いこなせるから。

大切にしよう新嘲
2013．12
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美しい言葉■師走
日本は四季の国。

そこには微妙に変化する季節感や雰囲気、

印象を伝えるためにいろいろな言葉があります。

日奈良公園「鹿寄せ」
愛護会の人がホルンでベートーベンの

交響曲第6番「田園」の一節を

繰り返し吹くと、周囲の林の中から

鹿が一斉に駆け寄ってきます。

それはホルンの舌がする所に行くと

ごほうびの「どんぐり」をもらえることを

知っているから。

マグロの真打ホンマグロが

威風堂々と登場。

この時期のものは確かに最高で、

大枚払って食べる価倍大！とか。

旬だからちょっぴり安くなり、

結構リーズナブルな高級感かも。
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